
(57)【要約】

　【課題】超音波振動素子でオゾン水を霧化する方式で

霧化したオゾン水では、粒子が微細とならず、ミストの

食品表面に付着率が低い。また、付着率を上げる為に連

続噴霧すると、野菜が水腐れを生じたり、庫内が結露す

る。

　【解決手段】貯水槽１０１内の貯留水を静電霧化装置

であるミスト噴霧装置２１によって霧化することで、静

電付加した微細なミストを冷蔵庫庫内に噴霧することに

より、冷蔵庫庫内にラジカル化した微細なミストを庫内

均一に噴霧し、食品の水腐れや庫内の結露を防止するこ

とで、食品の保鮮及び除菌、脱臭、有害物質の除去を行

うことができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 冷 蔵 庫 内 に 断 熱 区 画 に よ っ て 形 成 さ れ た 野 菜 室 と 、 貯 留 水 を 貯 え る 貯 水 槽 と 、 前 記 貯 留
水 を 霧 化 し て ミ ス ト を 発 生 さ せ る 噴 霧 装 置 と を 備 え 、 前 記 ミ ス ト は 静 電 霧 化 方 式 に よ っ て
生 成 さ れ る と と も に 前 記 野 菜 室 に 噴 霧 さ れ る も の で あ る 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ミ ス ト が オ ゾ ン を 含 ん で い る も の で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ミ ス ト が Ｐ ｈ １ ～ ７ の 酸 性 水 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 貯 水 槽 の 近 傍 に オ ゾ ン 発 生 体 と 、 前 記 貯 水 槽 に 水 を 供 給 す る 水 供 給 部 と を 備 え 、 空
気 中 の 酸 素 を 分 解 し て 生 成 し た オ ゾ ン を 水 と 混 合 し て オ ゾ ン 水 を 生 成 す る 請 求 項 ２ に 記 載
の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 オ ゾ ン 発 生 体 を 前 記 貯 水 槽 の 一 画 に 備 え 、 前 記 貯 水 槽 内 に 貯 留 さ れ た 水 中 の 溶 存 酸
素 を 分 解 し て オ ゾ ン を 発 生 さ せ る こ と で オ ゾ ン 水 を 生 成 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 貯 留 槽 は 電 解 槽 を 有 し 、 前 記 電 解 槽 に 直 流 電 流 を 供 給 す る 直 流 電 流 電 源 と を 備 え 、
前 記 貯 留 水 を 電 気 分 解 し て 酸 性 水 を 生 成 す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 噴 霧 装 置 は 噴 霧 用 加 圧 手 段 と 、 噴 霧 ノ ズ ル と 、 前 記 噴 霧 ノ ズ ル に 具 備 さ れ た 環 状 の
電 極 と を 備 え 、 前 記 電 極 に 高 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 前 記 ノ ズ ル よ り 噴 霧 さ れ た 粒 子
に 静 電 付 加 が な さ れ る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 噴 霧 装 置 は 前 記 貯 水 槽 内 に そ の 一 端 を 位 置 し 、 他 端 を 前 記 冷 蔵 庫 庫 内 に 開 口 す る と
と も に 前 記 冷 蔵 庫 庫 内 の 噴 霧 先 端 部 の 近 傍 に 備 え ら れ た 電 極 と を 有 し 、 前 記 電 極 に 高 電 圧
を 印 加 す る こ と に よ り 前 記 噴 霧 先 端 部 か ら 噴 霧 さ れ た 水 の 粒 子 に 静 電 負 荷 が な さ れ る 請 求
項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は オ ゾ ン 水 も し く は 機 能 水 の 静 電 噴 霧 を 食 品 の 保 鮮 及 び 除 菌 、 脱 臭 、 有 害 物 質 除
去 に 利 用 し た 冷 蔵 庫 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の ミ ス ト 噴 霧 機 能 は 、 オ ゾ ン 水 を 放 電 方 式 ま た は 、 紫 外 線 方 式 の オ ゾ ン 発
生 体 に よ り 、 空 気 中 の 酸 素 を 分 解 し て 生 成 し た オ ゾ ン ガ ス を 水 に 混 合 し て 、 オ ゾ ン 水 を 生
成 し 、 超 音 波 噴 霧 方 式 に て ミ ス ト を 生 成 噴 霧 し て い る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ７ は 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の オ ゾ ン 水 ミ ス ト 装 置 を 設 け た 冷 蔵 庫 を 示 す も の で
あ る 。 図 に 示 す よ う に 、 野 菜 室 ７ の 近 傍 に オ ゾ ン 発 生 体 ９ と 排 気 口 １ ０ 、 水 道 直 結 の 水 供
給 経 路 と 、 オ ゾ ン 水 供 給 経 路 が 備 え ら れ 、 前 記 オ ゾ ン 水 供 給 経 路 は 野 菜 室 ７ に 導 か れ て い
る 。 前 記 オ ゾ ン 発 生 体 ９ は 水 道 直 結 の 水 供 給 部 に 連 結 す る よ う 構 成 さ れ 、 ま た 、 排 気 口 ９
は オ ゾ ン 水 供 給 経 路 に 連 結 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 前 記 水 供 給 経 路 に は 開 閉 弁 Ｖ ４ が 、
ま た 、 オ ゾ ン 水 供 給 経 路 に は 開 閉 弁 Ｖ ５ が 具 備 さ れ て い る 。 野 菜 室 ７ 内 に は 超 音 波 素 子 ８
が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 冷 蔵 庫 に お い て 、 以 下 そ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 冷 気 の 強 制 循 環 に よ り 冷 却 す る 冷 蔵 庫 に お い て 、 高 湿 貯 蔵 室 と し て 密 閉 さ れ た 野 菜 室 ７
を 周 囲 か ら 間 接 冷 却 に よ り 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 で 約 ５ ℃ に 冷 却 し て い る 。 オ ゾ ン 発 生 体 ９ は ５
～ ２ ５ ｋ Ｖ の 交 流 電 圧 を 加 え て 無 声 放 電 方 式 に よ り オ ゾ ン を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 そ の
オ ゾ ン と 水 と を 接 触 さ せ て 処 理 水 と し て の オ ゾ ン 水 に す る 。 こ の 際 、 水 に 溶 け 込 ま な か っ
た オ ゾ ン は 、 排 気 口 １ ０ よ り 排 気 し 、 そ の 排 気 口 １ ０ に は ハ ニ カ ム 状 の オ ゾ ン 分 解 触 媒 を
設 置 し 、 オ ゾ ン を 無 害 化 す る 。 こ の よ う に 、 生 成 し た オ ゾ ン 水 を 冷 蔵 庫 の 野 菜 室 ７ に 導 く
。 導 か れ た オ ゾ ン 水 は 超 音 波 振 動 子 ８ に よ り 霧 化 さ れ 、 野 菜 室 ７ に 噴 霧 さ れ る 。 噴 霧 さ れ
た オ ゾ ン 水 は 食 品 に 付 着 し て い る 細 菌 類 を 死 滅 さ せ 増 殖 す る の を 防 止 す る 。 そ の 結 果 、 食
品 の 腐 敗 を 遅 ら せ る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ０ ９ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 構 成 で は 、 超 音 波 振 動 素 子 で オ ゾ ン 水 を 霧 化 す る 方 式 の た め
、 霧 化 し た オ ゾ ン 水 粒 子 が 微 細 と な ら な い 為 、 庫 内 に 均 一 噴 霧 す る こ と が で き ず 、 ミ ス ト
の 食 品 表 面 へ の 付 着 率 が 低 い 。 ま た 、 付 着 率 を 上 げ る 為 に 連 続 噴 霧 す る と 、 野 菜 等 が 水 腐
れ を 生 じ た り 、 庫 内 が 結 露 す る と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 庫 内 全 体 に 均 一 に 噴 霧 し 、 食 品 表 面 へ の
ミ ス ト 付 着 率 が 高 く 且 つ 、 食 品 の 水 腐 れ や 庫 内 結 露 を 生 じ な い 冷 蔵 庫 を 提 供 す る こ と を 目
的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 冷 蔵 庫 は 、 冷 蔵 庫 内 に 断 熱 区 画 に よ っ て 形 成 さ れ
た 野 菜 室 と 、 貯 留 水 を 貯 え る 貯 水 槽 と 、 前 記 貯 留 水 を 霧 化 し て ミ ス ト を 発 生 さ せ る 噴 霧 装
置 と を 備 え 、 前 記 ミ ス ト は 静 電 霧 化 方 式 に よ っ て 生 成 さ れ る と と も に 前 記 野 菜 室 に 噴 霧 さ
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ っ て 、 電 荷 を 帯 び た 微 細 な ミ ス ト を 生 成 す る こ と が で き 、 野 菜 室 内 に 噴 霧 し た
微 細 ミ ス ト が 壁 面 及 び 野 菜 、 果 物 表 面 に 均 一 に 付 着 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 冷 蔵 庫 は 、 ラ ジ カ ル 化 し た 微 細 な ミ ス ト を 野 菜 室 内 に 均 一 に 噴 霧 し 、 食 品 の 水
腐 れ や 庫 内 の 結 露 を 防 止 す る こ と で 、 食 品 の 保 鮮 及 び 除 菌 、 脱 臭 、 有 害 物 質 の 除 去 を 行 う
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 冷 蔵 庫 内 に 断 熱 区 画 に よ っ て 形 成 さ れ た 野 菜 室 と 、 貯 留 水 を
貯 え る 貯 水 槽 と 、 前 記 貯 留 水 を 霧 化 し て ミ ス ト を 発 生 さ せ る 噴 霧 装 置 と を 備 え 、 前 記 ミ ス
ト は 静 電 霧 化 方 式 に よ っ て 生 成 さ れ る と と も に 前 記 野 菜 室 に 噴 霧 さ れ る も の で あ る こ と に
よ り 、 電 荷 を 帯 び た 微 細 な ミ ス ト を 生 成 す る こ と と な り 、 野 菜 室 内 に 噴 霧 し た 微 細 ミ ス ト
が 壁 面 及 び 野 菜 、 果 物 表 面 に 均 一 に 付 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 前 記 ミ ス ト が オ ゾ ン を 含 ん で い る も の で あ る こ と に よ り 、 オ ゾ
ン の 酸 化 分 解 力 に 加 え 、 ラ ジ カ ル 化 し た 水 分 子 の 酸 化 分 解 力 に よ っ て 、 除 菌 や 脱 臭 お よ び
有 害 物 質 除 去 な ど の 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ミ ス ト が Ｐ ｈ １ ～ ７ の 酸 性 水 で あ る こ と に よ り 、 酸 性 水
の 酸 化 分 解 力 に 加 え 、 ラ ジ カ ル 化 し た 水 分 子 の 酸 化 分 解 力 に よ っ て 、 除 菌 や 脱 臭 お よ び 有
害 物 質 除 去 な ど の 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 貯 水 槽 の 近 傍 に オ ゾ ン 発 生 体 と 、 前 記 貯 水 槽 に 水 を 供 給
す る 水 供 給 部 と を 備 え 、 空 気 中 の 酸 素 を 分 解 し て 生 成 し た オ ゾ ン を 水 と 混 合 し て オ ゾ ン 水
を 生 成 す る こ と に よ り 、 静 電 負 荷 さ れ た オ ゾ ン 水 の 微 細 ミ ス ト を 生 成 す る こ と と な り 、 オ
ゾ ン の 酸 化 分 解 力 に 加 え 、 ラ ジ カ ル 化 し た 水 分 子 の 酸 化 分 解 力 に よ っ て 、 除 菌 や 脱 臭 お よ
び 有 害 物 質 除 去 な ど の 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 オ ゾ ン 発 生 体 を 前 記 貯 水 槽 の 一 画 に 備 え 、 前 記 貯 水 槽 内
に 貯 留 さ れ た 水 中 の 溶 存 酸 素 を 分 解 し て オ ゾ ン を 発 生 さ せ る こ と で オ ゾ ン 水 を 生 成 す る こ
と に よ り 、 前 記 貯 水 槽 内 に 貯 留 さ れ た 水 中 の 溶 存 酸 素 を 前 記 オ ゾ ン 発 生 体 に よ り 分 解 し て
オ ゾ ン を 発 生 さ せ る こ と に よ り 、 水 中 に 含 ま れ る 溶 存 酸 素 を 直 接 水 中 で 分 解 す る こ と で 、
発 生 し た 微 量 の オ ゾ ン を 含 む オ ゾ ン 水 を 生 成 す る こ と と な り 、 特 殊 材 料 を 必 要 と し な い 簡
便 な 構 造 で 、 人 体 に 安 全 で 且 つ オ ゾ ン 臭 く な い 低 濃 度 の オ ゾ ン 水 を 生 成 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 貯 留 槽 は 電 解 槽 を 有 し 、 前 記 電 解 槽 に 直 流 電 流 を 供 給 す
る 直 流 電 流 電 源 と を 備 え 、 前 記 貯 留 水 を 電 気 分 解 し て 酸 性 水 を 生 成 す る こ と に よ り 、 陽 極
側 に 生 成 し た 酸 性 水 を 静 電 負 荷 し た ミ ス ト を 噴 霧 す る こ と と な り 、 酸 性 水 の 酸 化 分 解 力 に
加 え 、 ラ ジ カ ル 化 し た 水 分 子 の 酸 化 分 解 力 に よ っ て 、 除 菌 や 脱 臭 お よ び 有 害 物 質 除 去 等 の
性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 噴 霧 装 置 は 噴 霧 用 加 圧 手 段 と 、 噴 霧 ノ ズ ル と 、 前 記 噴 霧
ノ ズ ル に 具 備 さ れ た 環 状 の 電 極 と を 備 え 、 前 記 電 極 に 高 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 前 記
ノ ズ ル よ り 噴 霧 さ れ た 粒 子 に 静 電 付 加 が な さ れ る こ と と な り 、 簡 便 な 構 造 で 静 電 霧 を 発 生
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 噴 霧 装 置 は 前 記 貯 水 槽 内 に そ の 一 端 を 位 置 し 、 他 端 を 前
記 冷 蔵 庫 庫 内 に 開 口 す る と と も に 前 記 冷 蔵 庫 庫 内 の 噴 霧 先 端 部 の 近 傍 に 備 え ら れ た 電 極 と
か ら 構 成 さ れ 、 前 記 電 極 に 高 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 前 記 噴 霧 先 端 部 か ら 噴 霧 さ れ た
水 の 粒 子 に 静 電 負 荷 が な さ れ る こ と に よ り 、 前 記 噴 霧 先 端 部 と 周 囲 部 と の 間 に 存 在 す る 電
界 に よ っ て 前 記 噴 霧 先 端 部 か ら 複 数 の 液 糸 が 引 き 出 さ れ 、 さ ら に は 帯 電 し た 液 滴 に 分 散 さ
れ て ミ ス ト が 噴 霧 さ れ る こ と と な り 、 ミ ス ト の 微 細 化 と 食 品 表 面 へ の 付 着 率 を 向 上 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 蔵 庫 の 野 菜 室 の 側 断 面 図 で あ る 。 図 ２ は 本 発 明
の 実 施 の 形 態 １ に お け る ミ ス ト 噴 霧 装 置 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態
１ に お け る オ ゾ ン 水 ミ ス ト の 農 薬 除 去 性 能 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 冷 蔵 庫 １ １ の 内 部 に は 間 接 冷 却 に よ っ て 冷 却 さ れ る 野 菜 室 １
２ が 備 え ら れ 、 野 菜 室 １ ２ の 上 部 背 面 に ミ ス ト 噴 霧 装 置 ２ １ が 備 え ら れ て い る 。 ミ ス ト 噴
霧 装 置 ２ １ は オ ゾ ン 水 を 貯 水 す る 貯 水 槽 ２ ２ と オ ゾ ン 水 を エ ジ ェ ク タ ー 方 式 で 噴 霧 す る 噴
霧 ノ ズ ル ２ ３ と を 備 え 、 貯 水 槽 ２ ２ 上 部 に は オ ゾ ン 水 供 給 口 ２ ４ が 具 備 さ れ て い る 。 高 電
圧 方 式 で オ ゾ ン を 発 生 す る オ ゾ ン 発 生 体 ２ ５ は 野 菜 室 １ ２ の 近 傍 に 設 け ら れ 、 オ ゾ ン 水 経
路 ２ ７ に 連 結 さ れ て い る 。 オ ゾ ン 水 経 路 ２ ７ に は 給 水 タ ン ク （ 図 示 せ ず ） よ り 配 管 さ れ た
水 供 給 経 路 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ミ ス ト 噴 霧 装 置 ２ １ の 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ の 先 端 近
傍 に は 高 電 圧 を 印 加 す る た め の 環 状 の 電 極 ２ ９ と 電 源 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明
す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 前 記 オ ゾ ン 発 生 体 ２ ５ に よ っ て オ ゾ ン ガ ス が 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た オ ゾ ン ガ ス
は 給 水 タ ン ク （ 図 示 せ ず ） か ら 給 水 さ れ 、 水 供 給 経 路 ２ ８ よ り 供 給 さ れ た 水 と 混 合 さ れ オ
ゾ ン 水 と な っ て 、 前 記 オ ゾ ン 水 経 路 ２ ７ を 経 て 、 前 記 オ ゾ ン 水 供 給 口 ２ ４ よ り 前 記 貯 水 槽
２ ２ 内 に 供 給 さ れ 貯 水 さ れ る 。 前 記 貯 水 槽 ２ ２ 内 の オ ゾ ン 水 は 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ よ り 野 菜 室
１ ２ 内 に ミ ス ト と な っ て 噴 霧 さ れ る 。 そ の 際 、 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ の 先 端 近 傍 に 設 け ら れ た 環
状 の 電 極 ２ ９ に 対 し て 電 源 ３ ０ よ り 高 電 圧 が 印 加 さ れ 、 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ よ り 噴 霧 さ れ た オ
ゾ ン 水 ミ ス ト に は 静 電 付 加 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る ト マ ト 付 着 農 薬 の オ ゾ ン 水 ミ ス ト に よ る 除 去 効 果
を 示 し た も の で あ る 。 実 験 方 法 は マ ラ チ オ ン を ３ ～ ５ ｐ ｐ ｍ 濃 度 と な る よ う 付 着 さ せ た ミ
ニ ト マ ト を 野 菜 室 に 保 存 し 、 オ ゾ ン 水 ミ ス ト を ２ ０ 分 間 隔 で １ ０ 秒 間 噴 霧 す る 間 欠 噴 霧 に
て 、 １ ２ 時 間 噴 霧 し た 後 の ミ ニ ト マ ト に 残 留 す る マ ラ チ オ ン 濃 度 を ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー に て 測 定 し 、 除 去 率 を 算 出 し た も の で あ る 。 尚 、 対 照 と し て は 、 同 様 に マ ラ チ オ ン を 付
着 し た ミ ニ ト マ ト を ミ ス ト 噴 霧 装 置 な し の 野 菜 室 に て 保 存 し た も の を 用 い た 。 実 験 の 結 果
、 対 照 Ａ の 除 去 率 が ２ ０ ％ で あ る の に 対 し 、 ミ ス ト 噴 霧 仕 様 Ｂ で は 除 去 率 が ４ ０ ％ で 約 ２
倍 の 除 去 効 果 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 野 菜 室 近 傍 で オ ゾ ン と 水 と を 混 合 し て 生 成 し た オ ゾ ン
水 を ミ ス ト 噴 霧 装 置 に て 野 菜 室 内 に 静 電 付 加 さ れ た ミ ス ト を 噴 霧 す る こ と に よ り 、 庫 内 に
噴 霧 し た 微 細 ミ ス ト が 庫 内 壁 面 と 野 菜 や 果 物 表 面 に 均 一 に 付 着 さ れ 、 庫 内 壁 面 や 野 菜 や 果
物 表 面 の 微 細 な 孔 に ミ ス ト が 入 り 込 む こ と と な り 、 微 細 な 孔 の 内 部 の 汚 れ や 有 害 物 質 を 浮
き 上 が ら せ 、 汚 れ や 有 害 物 質 の 除 去 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 野 菜 表 面 の 有 害 物
質 の 酸 化 分 解 効 果 を 高 め る と と も に 、 野 菜 の 保 湿 性 も 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 オ ゾ ン ミ ス ト に 静 電 付 加 す る こ と に よ り 、 オ ゾ ン ミ ス ト 中 の 水 分 子 を ラ ジ カ ル 化
し 、 Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル を 生 成 す る こ と と な り 、 オ ゾ ン の 酸 化 力 に 加 え 、 Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル の 酸 化 力
に よ っ て 、 除 菌 や 脱 臭 及 び 有 害 物 質 分 解 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 本 発 明 で は 、 オ ゾ ン 水 経 路 ２ ７ で 水 と オ ゾ ン を 混 合 し て オ ゾ ン 水 を 生 成 す る と し た
が 、 ミ ス ト 噴 霧 装 置 ２ １ の 近 傍 に オ ゾ ン 発 生 体 を 設 け て オ ゾ ン を 発 生 さ せ 、 ミ ス ト 噴 霧 装
置 ２ １ の ノ ズ ル 部 ２ ３ 内 で 水 と 混 合 し て オ ゾ ン 水 ミ ス ト と し て 噴 霧 す る 構 成 で も 、 同 様 の
効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 本 発 明 で は 、 水 を 給 水 タ ン ク （ 図 示 せ ず ） よ り 給 水 す る と し た が 、 冷 蔵 庫 の ド レ ン
水 を 利 用 し 、 貯 水 槽 ２ ２ 内 に ド レ ン 水 を 給 水 す る 構 成 と す れ ば 、 給 水 タ ン ク ２ ２ に 水 を 入
れ る 手 間 を 省 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 尚 、 図 ４ に お い て 、 図 ２ と 同 一 手 段 、 同 一 部 材 は 同 一 番 号 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ に お い て 、 野 菜 室 １ ２ の 上 部 背 面 に ミ ス ト 噴 霧 装 置 ２ １ が 備 え ら れ て い る 。 ミ ス ト
噴 霧 装 置 ２ １ は オ ゾ ン 水 を 貯 水 す る 貯 水 槽 ２ ２ と オ ゾ ン 水 を エ ジ ェ ク タ ー 方 式 で 噴 霧 す る
噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ と を 備 え 、 貯 水 槽 ２ ２ 上 部 に は 給 水 タ ン ク （ 図 示 せ ず ） よ り 給 水 さ れ た 水
を 貯 水 槽 ２ ２ 内 に 供 給 す る 水 供 給 口 ３ １ が 具 備 さ れ て い る 。 高 電 圧 方 式 で オ ゾ ン を 発 生 す
る オ ゾ ン 発 生 体 ２ ５ は 前 記 貯 水 槽 内 の 一 画 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 ミ ス ト 噴 霧 装 置 ２ １ の 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ の 先 端 近 傍 に は 高 電 圧 を 印 加 す る た め の 環
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状 の 電 極 ２ ９ と 電 源 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明
す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま ず 、 水 が 給 水 タ ン ク （ 図 示 せ ず ） か ら 給 水 さ れ 、 水 供 給 口 ３ １ よ り 貯 水 槽 ２ ２ 内 に 供
給 さ れ 、 貯 留 さ れ る 。 次 に オ ゾ ン 発 生 体 ２ ５ に 高 電 圧 が 印 加 さ れ 、 放 電 に よ っ て 水 中 溶 存
酸 素 が 電 子 と の 衝 突 に よ り 酸 素 原 子 に 解 離 さ れ る 。 そ し て 、 酸 素 原 子 は 溶 存 酸 素 分 子 と 結
合 し て オ ゾ ン が 発 生 す る と と も に 、 水 分 子 と 反 応 し て Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル を 同 時 に 生 成 す る 。 発
生 し た オ ゾ ン は 貯 留 水 に 溶 存 し 、 オ ゾ ン 水 を 生 成 す る 。 前 記 貯 水 槽 ２ ２ 内 の オ ゾ ン 水 は 噴
霧 ノ ズ ル ２ ３ よ り 野 菜 室 １ ２ 内 に ミ ス ト と な っ て 噴 霧 さ れ る 。 そ の 際 、 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ の
先 端 近 傍 に 設 け ら れ た 環 状 の 電 極 ２ ９ に 対 し て 電 源 ３ ０ よ り 高 電 圧 が 印 加 さ れ 、 噴 霧 ノ ズ
ル ２ ３ よ り 噴 霧 さ れ た オ ゾ ン 水 ミ ス ト は 静 電 付 加 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 放 電 方 式 で オ ゾ ン を 発 生 す る オ ゾ ン 発 生 部 を 貯 水 槽 内
の 貯 留 水 中 に 浸 漬 す る こ と に よ り 、 貯 水 槽 内 の 貯 留 水 中 の 溶 存 酸 素 を 解 離 し て 、 オ ゾ ン と
Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル を 発 生 す る こ と と な り 、 原 料 酸 素 が 水 中 溶 存 酸 素 の た め 、 オ ゾ ン 生 成 量 は 空
中 放 電 に 比 べ 、 は る か に 少 な い こ と か ら 、 発 生 し た オ ゾ ン は 貯 留 水 中 に 溶 存 し た 状 態 と な
り 、 特 殊 材 料 を 必 要 と し な い 簡 便 な 構 造 で 、 人 体 に 安 全 な 低 濃 度 の オ ゾ ン と オ ゾ ン よ り も
酸 化 力 の 強 い Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル を 含 む オ ゾ ン 水 を 生 成 し 、 噴 霧 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 尚 、 図 ５ に お い て 、 図 １ と 同 一 手 段 、 同 一 部 材 は 同 一 番 号 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ に お い て 、 野 菜 室 の 上 部 背 面 に ミ ス ト 噴 霧 装 置 ２ １ が 備 え ら れ て い る 。 ミ ス ト 噴 霧
装 置 ２ １ は 水 を 酸 性 水 と ア ル カ リ 水 に 電 解 す る 電 解 槽 ３ ２ と 電 解 に よ っ て 生 成 さ れ た 酸 性
水 を エ ジ ェ ク タ ー 方 式 で 噴 霧 す る 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 電 解 槽
３ ２ は 酸 性 水 を 生 成 す る 陽 極 電 極 側 槽 ３ ２ ａ と ア ル カ リ 水 を 生 成 す る 陰 極 電 極 側 槽 ３ ２ ｂ
の ２ 槽 で 構 成 さ れ て お り 、 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ は 酸 性 水 の 生 成 さ れ る 陽 極 電 極 側 槽 ３ ２ ａ 内 に
備 え ら れ て い る 。 電 解 槽 上 部 に は 水 供 給 口 ３ １ が 具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 電 解 槽 ３ ２ 内 に は 隔 壁 ３ ３ を 介 し て 対 向 し て 陽 極 電 極 板 ３ ４ 、 陰 極 電 極 板 ３ ５ を 配 置 し
直 流 電 源 ３ ６ よ り 直 流 電 流 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 ミ ス ト 噴 霧 装 置 ２ １ の 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ の 先 端 近 傍 に は 高 電 圧 を 印 加 す る た め の 環
状 の 電 極 ２ ９ と 電 源 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明
す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま ず 、 電 解 槽 ３ ２ 内 に 水 供 給 部 ３ １ よ り 水 が 供 給 さ れ 、 貯 留 さ れ る 。 次 に 陽 極 電 極 板 ３
４ と 陰 極 電 極 板 ３ ５ に 直 流 電 源 ３ ６ よ り 直 流 電 流 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 陽 極 電 極 板 ３
４ 側 に Ｐ ｈ １ ～ ７ の 酸 性 水 が 生 成 さ れ 、 陰 極 電 極 板 ３ ５ 側 に は ア ル カ リ 水 が 生 成 さ れ る 。
陽 極 側 電 解 槽 ３ ２ ａ 内 の 酸 性 水 は 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ よ り 野 菜 室 １ ２ 内 に ミ ス ト と な っ て 噴 霧
さ れ る 。 そ の 際 、 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ の 先 端 近 傍 に 設 け ら れ た 環 状 の 電 極 ２ ９ に 対 し て 電 源 ３
０ よ り 高 電 圧 が 印 加 さ れ 、 噴 霧 ノ ズ ル ２ ３ よ り 噴 霧 さ れ た 酸 性 水 は 静 電 付 加 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 電 解 槽 内 の 貯 留 水 を 電 気 分 解 し て 酸 性 水 を 生 成 し 、
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静 電 付 加 し て 野 菜 室 内 に 酸 性 水 ミ ス ト を 噴 霧 す る こ と に よ り 、 無 臭 で 、 か つ 酸 性 水 の 微 生
物 増 殖 抑 制 作 用 と 、 ラ ジ カ ル 化 し た 水 分 子 の 酸 化 分 解 力 を 併 せ 持 つ ミ ス ト を 噴 霧 す る こ と
と な り 、 除 菌 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ６ は 本 実 施 の 形 態 ４ に お け る 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 尚 、 図 ６ に お い て 、 図 ２ と 同 一 手 段 、 同 一 部 材 は 同 一 番 号 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ に お い て 、 ミ ス ト 噴 霧 装 置 ２ １ は オ ゾ ン 水 や 酸 性 水 と い っ た 機 能 水 あ る い は 水 を 貯
留 す る 貯 水 槽 ２ ２ と 貯 留 水 を 供 給 す る 貯 留 水 供 給 部 ４ ０ と 貯 水 槽 ２ ２ 内 に そ の 一 端 を 位 置
し 、 他 端 を 野 菜 室 １ ２ 内 に 噴 霧 先 端 部 ４ １ を 形 成 し た 毛 細 管 供 給 構 造 体 ４ ２ と 貯 水 槽 ２ ２
の 一 画 に 設 置 し 、 貯 水 槽 ２ ２ 内 の 貯 留 水 に 高 電 圧 を 印 加 す る 電 極 ４ ３ と か ら 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明
す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま ず 、 貯 水 槽 ２ ２ 内 に 機 能 水 あ る い は 水 が 貯 留 水 供 給 部 ４ ０ に 供 給 さ れ 貯 留 さ れ る 。 次
に 前 記 貯 水 槽 ２ ２ 内 の 電 極 ４ ３ に 高 電 圧 を 印 加 す る と 、 噴 霧 先 端 部 ４ １ と 周 囲 部 （ 図 示 せ
ず ） と の 間 に 存 在 す る 電 界 に よ っ て 噴 霧 先 端 部 ４ １ か ら 複 数 の 液 糸 が 引 き 出 さ れ 、 さ ら に
は 帯 電 し た 液 滴 に 分 散 さ れ て ミ ス ト と な り 野 菜 室 １ ２ 内 に 噴 霧 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 貯 水 槽 内 の 貯 留 水 に 直 接 高 電 圧 を 印 加 し て 、 静 電 付 加
し た 貯 留 水 を 噴 霧 す る こ と に よ り 、 ミ ス ト の 静 電 付 加 率 が 増 加 し 、 ミ ス ト の 微 細 化 と 食 品
表 面 へ の 付 着 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 機 能 水 の 微 細 化 に よ る ミ ス ト の 大 気 中 で の 滞 空 時 間 が 長 く な る こ と に よ り 、 機 能
水 微 細 ミ ス ト の 庫 内 浮 遊 菌 や 庫 内 拡 散 臭 気 物 質 と の 接 触 機 会 が 増 加 し 、 除 菌 、 脱 臭 性 能 を
高 め る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 は 、 酸 化 力 お よ び 食 品 表 面 へ の
付 着 力 の 強 い 微 細 ミ ス ト を 噴 霧 し 、 高 性 能 な 脱 臭 、 除 菌 、 有 害 物 質 の 除 去 お よ び 野 菜 の 保
湿 性 を 高 め る こ と が で き る た め 、 家 庭 用 冷 蔵 庫 、 業 務 用 冷 蔵 庫 、 食 品 保 存 庫 の 用 途 に も 適
用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 蔵 庫 の 野 菜 室 の 側 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 の 要 部 拡 大 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 冷 蔵 庫 の オ ゾ ン 水 ミ ス ト の 農 薬 除 去 性 能 を 示 す 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 の 要 部 拡 大 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 の 要 部 拡 大 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 冷 蔵 庫 の ミ ス ト 噴 霧 装 置 の 要 部 拡 大 図
【 図 ７ 】 従 来 の 冷 蔵 庫 の 要 部 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ １ 　 冷 蔵 庫
　 ２ １ 　 ミ ス ト 噴 霧 装 置
　 ２ ２ 　 貯 水 槽
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　 ２ ３ 　 噴 霧 ノ ズ ル
　 ２ ５ 　 オ ゾ ン 発 生 体
　 ２ ８ 　 水 供 給 部
　 ２ ９ 　 電 極
　 ３ ０ 　 電 源
　 ３ ２ 　 電 解 槽
　 ３ ６ 　 直 流 電 源
　 ４ １ 　 噴 霧 先 端 部
　 ４ ２ 　 毛 細 管 供 給 構 造 体
　 ４ ３ 　 電 極 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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